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１． はじめに 

 経営効率性を調べる方法として用いられる

「DEA(包絡分析法)」を学生の成績評価に用

いる。入力項目に勉強時間、出力項目に各テ

ストの点数とし、各 DMUの効率値を 1入力

5 出力という観点から分析する。今回適用す

るモデルは BCC-I モデル(入力指向型)であり、

その結果の RTS(Returns to Scale)に着目し、

学生の学習効率性の規模の効率性を考察する。 

 
２． 規模の効率性 

 BCCモデルの双対問題は 

>< 0DBCC    （１） max 00 uyuz T −=

 制約式        （２） 10 =xvT

00 ≤−+− uYuXv TT
      （３） 

0,0 ≥≥ uv 　　          （４） 
となる。ただし、 02010 uuu +−= であり、こ

の変数には符号制約は付かない。この の符

号と、 の規模の効率性の間には密接な

関係がある。 
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ここで、δ を絶対値が非常に小さい数とし
て点 ))1(,)1(( 00 yxP δδδ ++= を考えると、

この点は活動 にきわめて近い点であ

る。この点が BCC モデルの生産可能集合 
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に属するか否かで の規模の効率性を

次のように定義する。 
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（a） が存在し、 である 0* >δ 0* ≥> δδ
任意の δ に対して PP ∈δ であり、かつ、

であるどの0* <<− δδ δ に対しても
PP ∉δ であるときも活動 は規模の

効率性が増加型であるという。 
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（b） が存在し、0* >δ δδ >* であるどんな

δ に対しても PP ∈δ であるか、または

0* >> δδ であるどんな δ に対しても

PP∉ であるとき、活動 は規模の効

率性が一定であるという。 
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（c） が存在し、 である任

意の

0* >δ 0* >> δδ
δ に対して PP ∉δ であり、かつ、

であるどんな0* ≤<− δδ δ に対しても
PP ∈δ であるとき、活動 は規模の効

率性が減少型であるという。 
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３． 解析内容 

本研究では、生徒 20人を対象に DEAを用

いて、勉強時間を入力とし、数学の 5 つの単
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元を出力とし、BCC-Iモデルで解析して、そ

れぞれの生徒の効率性を評価する。20人の勉

強時間と 5単元の点数を下の表 1に示す。な

お、今回のデータは実データに操作を加え、

架空の生徒を想像して作った仮想のデータで

ある。 

表 1 仮想データ 

 

４．解析結果 

仮想データに対する解析結果を表２，３に

示す。 

表 2 RTS([1]のソルバー) 

 

表 3 RTS([2]のソルバー) 

 
５．まとめ 

 まず 2 つのソルバーで解析した結果、それ

ぞれのソルバーが示した、RTSは一意ではな

い。例えば、DMU D は表 2 では Constant

だが、表 3 では Increasing である。また、

DMU Bは表 2では Constantだが、表 3では

Decreasingである。しかし一方のソルバーで

Increasing のものがもう一方のソルバーでは

Decreasingと評価されることはない。これら

は 2 つのソルバーでどこを境界にして判断す

るかが異なっているからで、こういった曖昧

性は残る。 

次にここで Increasingと判断された DMU

は発達途上の学生で、Constantと判断された

DMUは伸び盛りの学生で、Decreasingと判

断された DMU は成熟状態の学生と分類でき

る。ただ、今回は仮想データで行ったものな

ので、実データに基づく分析、検証は今後の

課題である。 
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